
　源氏物語や平家物語など人気を博した物語は、成立後ほどなくして絵画化がはじまったと考えられています。
冊子の挿絵から、詞書と絵が交互に配置された絵巻物や画帖へ、さらには絵のみが独立して掛軸や屏風などの
大画面にも描かれるようになりました。それら大画面の物語絵画の多くは複数の場面を組み合わせていますが、
場面の選択は一様ではなく、その順序は必ずしも物語の筋に沿っているわけではありません。たとえば、場面
の季節に注目して、春夏秋冬の順に配置することさえありました。また、特定の一場面のみが画題として定着
したものもあり、表現形式はじつに多種多様です。
　この展覧会では、物語の範囲を、作り物語や軍記物から、涅槃図をはじめとする仏教説話や高僧伝、あるいは能、
幸若舞やお伽草子にまで広げています。初公開の作品を含む館蔵品に、近年出現した伝 岩佐又兵衛筆「妖怪退
治図屏風」（個人蔵）を加えたラインナップは変化に富んだ内容となりました。異なったジャンルに共通して語
られる物語もあり、登場人物の変容も見どころです。絵画化されたさまざまな物語を味わいながら、いにしえ
の人々が物語のどのような場面に心惹かれたのかということにも思いをはせてお楽しみください。

ことばがき
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こうわかまい

浮舟図屏風
６曲 1 隻　紙本着色

日本・江戸時代　17 世紀 
根津美術館蔵

うきふね ずびょうぶ

初公開

舞の本絵本断簡
433丁　紙本着色
日本・江戸時代　17 世紀
根津美術館蔵

まい　   ほん え ほんだんかん     

重要文化財　

仏涅槃図（部分）　

行有・専有筆
１幅　絹本着色 
日本・南北朝時代　康永４年（1345）
根津美術館蔵

ぶ つ ね  は ん ず

ぎょうゆう　   せん ゆう

涅槃図は、釈迦がインド・クシナガラの跋提河のほとりで亡
くなる情景を描いたもの。母の摩耶夫人が天から駆けつける
様子や、弟子・俗人・動物たちが悲嘆にくれる様子を表す。
軸木の墨書銘から制作年と筆者が明らかな基準作。

ばっだい  が

ま    や      ぶ  にん

恋する浮舟を宇治の山荘から連れ出した匂宮は、小舟で対岸の別荘へと向かう『源氏物語』の一場面。舟を
大きく斜めにとらえた不安定な構図が、浮舟の行く先の運命を象徴する。

におうのみや

あつら

－幸若舞とは－

室町時代に興った芸能で、語りを伴う舞曲。織田信長が桶狭間の戦いの前に

舞ったとされるのが幸若舞の『敦盛』で、「人間五十年 , 下天のうちをくら

ぶれば…」の句は熊谷直実の台詞である。幸若舞の台本を読み物に転用した

ものが「舞の本」で、絵本や絵巻物として普及した。

く まが い な おざ ね

42 番組で誂えられた , 幸若舞の台本を読み物とした絵本。丁ごとに
切り離され、詞のみの丁は失われたが 433 丁が伝わり、絵画化の少

ちょうりょう

ない曲も含む。図版は『張良』の一場面。
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能の演目には、世によく知られた物語を典拠とした
演目が数多くあります。登場人物の心理を描きだす
ために重要な役割を果たす能面の魅力を紹介します。

同
時
開
催
展

二本の角、牙がのぞく口は、野獣的な憤怒の表現にあ
ふれ、しかめた眉間は悲しみと怒りが相半ばする。「道
成寺」など嫉妬に狂う女役に用いる。

妖怪退治図屏風　伝 岩佐又兵衛筆
8曲 1隻　紙本金地着色
日本・江戸時代　17世紀
個人蔵

ようかいた い じ  ず  びょうぶ いわ  さ また   べ   え

般若　焼印「出目洞水」
1面　木胎着色
日本・江戸時代　享保 7年（1722)
根津美術館蔵

はんにゃ   　　　　　　　  で    め とうすい   

緋襷耳付水指　備前
1口
日本・江戸時代　17世紀
根津美術館蔵

ひだすきみみつきみずさし

備前焼の茶道具はたっぷり濡らすことで、茶席に涼感を
もたらす。本作は胴に巻かれた藁と土が反応し「緋襷」
と呼ばれる鮮やかな赤が帯状にあらわれたもの。

展示室 6　盛夏の茶事
せ い  か

能の『田村』で語られる、田村丸（坂上田村麻呂）
の鬼退治の場面であることが最近判明した。鬼
神たちに降りかかるおびただしい矢は、白旗の
上方に現れた千手観音の手から放たれたもの。
観音の存在を金泥の光線が暗示する。

『平家物語』の、襖障子に和歌を残して
清盛の屋敷を去る白拍子の祇王と、能の
『卒塔婆小町』の一場面を対置した珍し
い組み合わせの屏風。初公開。

夏の暑い盛り、亭主は涼しさを感じさせる道具を
取り合わせ、茶席で客をもてなします。季節を楽
しむ茶道具約 20件をご覧ください。
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初公開

祇王・卒塔婆小町図屏風
2曲 1隻　紙本着色
日本・江戸時代　18～ 19世紀
根津美術館蔵

ぎ  おう　       そ    と   ば   こ まち   ず びょうぶ

弘法大師の伝記とその奇蹟を絵画化した十巻本の絵巻
だが、巻第一を欠く。図は童子（文殊菩薩の化身）が
書いた龍の字が真龍となった場面。

高野大師行状図画　巻第二（部分）
9巻のうち　紙本着色

日本・室町時代　16世紀
根津美術館蔵

こ う や  だ い し  ぎょうじょうず    え

表面の作品
　上：　浮舟図屏風（部分）　日本・江戸時代　17 世紀
左下：　酒呑童子絵巻（部分）　住吉弘尚筆　日本・江戸時代　19 世紀
右下：　重要文化財　絵過去現在因果経（部分）　
　　　　（画）慶忍・聖衆丸筆　（写経）良盛筆　日本・鎌倉時代　建長 6年（1254）

いずれも根津美術館蔵

しゅてんどう  じ    え  まき すみよし ひろなお

え    か   こ   げんざいいんがきょう

けい にん　    しょうじゅ  まる りょうせい

（部分）

展示室 5　物語で楽しむ能面
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